
序 文

本学創立以来， 研究活動一覧が昭和53年に第 1輯が発行 さ れ， 今年で18回 に な る。 こ れ

ら の記録は 各部局 講座 教室等の業績を公表す る こ と に よ り 本学の研究活動状況を示

す と と も に， 点検 ・ 評価 に も密接に関連 し， 貴重な資料が積み重ね られて来た。

近年基礎科学振興の重要性が指摘さ れなが ら も ， 施設， 設備の老巧化が進み， 概算要求

も ゼ ロ ・ シ ー リ ン グに抑制 さ れ る 時期 も あ っ たO しか し， 最近に な っ て 予算の増額 と と も

に 新 し い プ ロ ジ ェ ク ト も 設定 さ れ， 予算配分 も 重点化の方向 に シ フ ト しつつ あ るO

た と えば， 新 プ ロ グ ラ ム方式 に よ る 「創成的基礎研究」 は平成 6 年度 よ り 12テ ー マ に な

り ， 新 し く ス タ ー ト した 2 テ ー マ の う ち生物系では 「細胞内情報伝達機構の研究」 が設け

ら れた。 ま た ， 多 く の研究者が申請す る科学研究費 も 平成 6 年度の824億円 か ら 今年度 は

920億円 ( 12 . 1%増 ) と な り ， 一応の目標 と さ れ る 1 ，000億円 ラ イ ン も 次年度 に は達成 さ れ

る と思われ る。 さ ら に本年度か ら 新た に設け られた構想 と し て ， セ ン タ - ・ オ ブ ・ エ ク セ

レ ンス ( C O E ) の形成 (9 1億8 千万円 ) があげ ら れ る。 そ の一つ は中核的研究機関支援

プ ロ グ ラ ム で， 大学共同利用機関 ( 15機関 ) ， 全国共同利用型大学附属研究所 ( 7 大学1 7

研究所) 及び研究施設 ( 13大学22施設 ) を対象 に経費の充実を意図 し て い るO他は 中核的

研究拠点形成 プ ロ グ ラ ム で， 特定研究分野の育成を目的 と し， 創成的基礎研究， 特別推進

研究， 重点領域研究等を行 っ て い る研究組織の中か ら選定 さ れ る。

本学関係では平成 7 年度概算要求 と し て ， 待望の遺伝子実験施設が認め られ， ヒ ト 遺伝

子解析， 遺伝子診断， 治療の基盤が今後積極的 に構築 さ れ る も の と 期待 したし、。 また和漢

薬研究所の改組 も 検討 さ れ て い る が， 全国共同利用 へ の方 向性を盛 り 込みつつ， 将来的 に

は C O E に参画可能な構想、が望まれる。

近年基礎科学は予想 を越えた急速 な進歩 を遂げつつ あ り そ の中核であ る 大学におけ る

研究の活性化 と 国際的競争力の強化が切望 さ れて い る。 こ れ ら の情況を踏まえ つつ本学の

研究成果が一層発展す る こ と を期待 し た い。
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